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優しく強い子に！ 沖縄で学んだこと
……劇団文化座公演『命どぅ宝』を鑑賞して……
ＮＥＷＳｎｏ１１３に掲載した沖縄での学びの続き

です。
27 年前の沖縄で学ぶ旅で，伊江島に渡り，銃剣と

ブルトーザーで島民の耕作地を奪い，鉄条網で囲い，
基地を建設した米軍に暴力ではなく言論で抵抗し，島
民のリーダーだった反戦地主：阿波根昌鴻（あはごん
しょうこう）さんにお会いしてお話を伺ったのです。
「人間は，喜ぶために生まれてきたんです。戦争をす
るために生まれたんでも，人を殺すために生まれた
んでもない。人間同士で喜ぶために生まれてきたん
です。私らは戦争を準備している人たちに教えてや
らなくちゃ駄目なんです。それが私たちの，いや沖
縄の闘いなんです」

http://www.minamih.net/ 命どぅ宝（ぬちどぅたから）の家資料館で阿波根さ
１７・ ３・１８（土）んのお話をみんなで聴いたのです。
南ＮＥＷＳＮＯ１２５ その阿波根さんと瀬長亀治郎さんを主人公とする

『命どぅ宝』を家内と鑑賞することができたのです。
２月１０日の夜，２７年前を想い出しながら舞台を鑑賞していました。隣の

若い女性は何度も泣いていました。私も涙腺が緩むこと度々でした。
今，阿波根さんがいらしたら，沖縄の辺野古や高江のヘリパッド建設をどの

ように言われるのでしょうか。
日本の国土の 0.6 ％にすぎない沖縄に日本に存在する米軍基地の７４％が集

注しているが故に派生する沖縄の問題。“本土の人は沖縄の問題に関心がない
んじゃないか”とよく沖縄の人（ウチナンチュー）が言っています。福島の人
達も“もう忘れられているんじゃないか，それが怖い”と言っています。
貧しい地域に押しつけて，補助金をもらっているんだから……と。根は同じ

ですね。

阿波根さんの言葉です。
……戦争をして幸福になった人，栄えた国は，世界中さがしても一つもありま
せん。人間わずか百年。助けあって共に楽しく生きるために，この世に生まれ
てきたと信じております。
平和というものは，また人間というものは，一人でも不幸にしない，また一

人でも責めない，罪にしない，憎まない，みんな正しく助け合って生きる，そ
の心があってはじめてその人は幸福である。
これが人間の道，平和の道であり，これを実行していきたいというのが，自

分たちの無知と無力を忘れての空想，夢でもあります。……
阿波根昌鴻著 「命こそ宝」 沖縄反戦の心

岩波新書 ｐ１５８より

南のイベントで東北･福島への義援金に協力してくださる方、チームが少な
くなっています。思いやる心，心配です。
日々の平和なくらし・生業･家族・命を奪い，自然･緑の地球を破壊する戦争、

核。子どもたちの今の幸せ･未来の幸せを考えるとき，あなたはどう思います
か。お子さんにどのように語っていますか。
生きとし生けるもの、あらゆるものとの共生なくして子どもたちの未来もあ

りません。それより大事なものはないと思うのですが。
阿波根さんの想い，肝に銘じながら生きていきたいと思います。

ｂｙ矢上

- 2 -

３月１５日（水）の午後練のことです。
４時開始の時間より早く由井三の校庭に来た盛田かっちゃんは一人で一生懸

命マルセイユルーレットの練習をしています。
「かっちゃん，上手いね！」
と声をかけると
「毎日１時間半練習しているんだ」
と返してくれました。必ず午後練に参加しているかっちゃ
んはどんどん上手くなっています。

下の賞状は「読書がんばり賞」です。入学してから学校
の図書館の本を２００冊以上読んだのでかっちゃんは表彰
されたのです。校長先生から立派な賞状をもらいました。
素晴らしいですね。
かっちゃんは，矢上があげた算数の１００マス計算もた

くさん取り組んで提出しています。漢字練習ノートも終わ
っています。
岩崎かいり君も同じで１００マス計算をＧＡＭＢＡり，

漢字練習ノートも一番最初に提出したのです。
二人とも勉強もサッカーも積極的にＧＡＭＢＡる元気い

っぱいの一年生です。これからどのくらい伸びるのか本当に 西八１年招待
楽しみです。 かいり君 優秀選手
彼らは，２年生や３年生になっても指を使って計算する，というようには絶

対になりません。

みんなも読書の習慣がついていますか。読書力のある子は勉強をやる気にな
ればどんどん伸びますよ。
毎日，本を読む人になりたいですね。できれば新聞も読むと良いんだけどね。

読書習慣がないまま中学に行くと悲惨ですよ！！
ｂｙ南のアンパンマン


